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学校だより 文責 松本和基

１日（金）３年生が家庭科の保育実習として山瀬かもめこども園に行ってきま
した。あいにく天候がよくなかったため外では活動できませんでしたが室内で３歳児、４歳児、
５歳児の園児と約１時間楽しく過ごしました。幼い子どもたちを目の前にして、自然と表情が緩
んでいたようです。

１４日（木）の放課後、阿波吉野川警察署から講師をお招きし職員
研修として不審者対応訓練を行いました。不審者役の人が校舎に侵入して、職員が対応（時間稼
ぎ）をしている間に、警察に通報しました。その後、さすまた使用方法や護身術等の講習を受け
ました。生徒の皆さんは、不審者が入ってきた場合、先生の指示に従い不審者がいない方に静か
に避難するようにとのことでした。

生徒会の発案で、あいさつ奨励運動がはじまりました。昨年度に引
き続き、挨拶をした回数だけ小さなシールを貼り、花束やソフトクリームを完成させていきます。
今年はさらにパアーアップして、人権キャラクターのピーちゃんを活用し、挨拶ができた日はピ
ーちゃんの絵柄をひっくり返し、誰ができたか視覚的に達成状況が分かるようにしています。こ
の取り組みを始めてから、心なしか廊下ですれ違うときに挨拶をしてくれる人が増えたような気
がしています。

挨拶をする前 挨拶をした後

１５日(金）川島税務署管内納税貯蓄組合連合
会の中倉会長、木屋村教育長が来校し、本校校長室で税の作文の表彰
式を行いました。
３年の玉川遥さんの作品が入選しました。おめでとうございます。


